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生成 AI や AI エージェントという言葉を耳にする機会が増えてきました。ニュースや SNS では、

「AI が仕事を代行する時代が来た」とか、「AI エージェントが人間の秘書になる」といった話題

も見かけます。でも、「生成 AI」と「AI エージェント」の違いを説明してくださいと言われると

意外と難しいですよね。今回はその違いについてお伝えしたいと思います。 

 

まずは、生成 AI からです。 

生成 AI とは、簡単に言えば「頼まれたものを作る AI」です。例えば、「旅行プランを考えてく

ださい」、「会議の議事録をまとめてください」、「猫のイラストを作ってください」とお願いす

ると、それに応じて文章や画像を作ってくれます。最近よく知られている ChatGPT や Gemini、

Copilot などがその代表例です。 

生成 AI は、とても優秀な職人さんのような存在です。何かをお願いすると、かなりのスピード

で成果物を作ってくれます。ただし、ここが大事なポイントですが、生成 AI は基本的に「指示を

待っている」感じです。 

 

では、AI エージェントとは何でしょうか？ 

AI エージェントは、一言でいうと、「目的を達成するために自分で行動する AI」です。ここが

生成 AI との大きな違いです。例えば、「来月の東京出張を計画して」とお願いしたとします。生

成 AI の場合は、「新幹線がおすすめです」、「ホテルはこのエリアが便利です」と提案してくれ

ます。一方で AI エージェントは、出張条件を確認し、交通手段を調べ、ホテルを探し、スケジュ

ールを組み、必要な予約作業まで進める。そんなイメージです。 

つまり、生成 AI が「優秀な相談相手」なら、AI エージェントは「優秀な秘書」に近い感じです。 

ただし、AI エージェントは便利な反面、間違った判断をすると、そのまま間違った行動を進めてし

まう可能性があります。例えば、間違った予約をしたり、本来送るべきではない相手にメールを送

ってしまったりなど・・・。つまり、人間の確認はまだまだ必要なのです。 

このように、AI が賢くなればなるほど、人間の仕事がゼロになるという訳ではありません。むし

ろ、「何を任せるか」、「最終的にどう判断するか」という人間の役割が重要になってきます。 

 

今後、私たちの身の回りには AI エージェントがどんどん増えていくと言われています。スマホ

の中にいる AI が予定を管理し、買い物を手伝い、仕事をサポートする。少し前の SF 映画のような

世界が、少しずつ現実になり始めています。ただ、その未来で最も大切なのは、AI そのものではあ

りません。AI を上手に使いこなす人間の知恵です。便利な道具が増えるほど、「何をしたいのか」

を考える力の価値は、むしろ高まっていくのかもしれませんね。 
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